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要 旨 

本年４月 30 日、父君、上皇陛下の 202 年ぶりの御譲位のもと、翌５月

１日、新帝陛下は践そされた。同日、午前 10 時 30 分より、剣璽等承継

の儀が執り行われ、11 時 10 分からは成年皇族、内閣総理大臣、衆参両

院議長、最高裁判所長官、閣僚、都道府県知事等が参列のもと、即位後

朝見の儀が執り行われた。新帝陛下は、即位後朝見の儀のお言葉の中で

次のように述べられた。皇位を継承するに当たり、上皇陛下のこれまで

の歩みに深く思いをいたし、また、歴代の天皇のなさりようを心にとど

め、自己の研さんに励むとともに、常に国民を思い、国民に寄り添いな

がら、憲法にのっとり、日本国及び日本国民統合の象徴としての責務を

果たすことを誓い、国民の幸せと国の一層の発展、そして世界の平和を

切に希望する。 

本年私どもは、国民の幸福と国家の発展、そして世界平和をお祈りさ

れる第 126 代天皇陛下をいただいて、新しい令和の御代を築いていきた

いと思っている。また、新帝陛下の一世一代の御慶事を県民が協力して

お祝い申し上げていきたい。 

ついては、貴議会において天皇陛下御即位奉祝の賀詞を決議していた

だきたい。 

陳情第１４１号 受理年月日 令和元年８月１３日 

付託委員会 総務財政委員会 

件   名 天皇陛下御即位奉祝の賀詞決議について 


